
都市再生整備計画　事後評価シート

寝屋川公園駅周辺地区

令和７年４月

大阪府寝屋川市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 56ha

交付期間 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり -

なし -

あり -

なし -

あり -

なし -

あり -

なし -

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

大阪府 市町村名 寝屋川市 地区名 寝屋川公園駅周辺地区

令和元年度～令和5年度 事後評価実施時期 令和6年度 交付対象事業費 5245.9百万円 国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名
【道路】市道打上南町打上高塚町１号線、市道太秦元町打上元町１号線　【地域生活基盤施設】寝屋川公園駅西側広場　【誘導施設：教育文化施設】小学校（施設一体型小中一貫校）、中学校（施設一体型小中一貫
校）

-

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

-

当初計画
から

削除した
事業

-

-

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

-

-

交付期間
の変更

- 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

R5 - 49.4 ○

歩道の拡幅整備、駅前広場整備、施設一
体型小中一貫校の整備等により、歩行者
の安全性の向上に寄与したものと考えられ
る。

-

- 53.2

指標２
※ 歩行空間のやさしさ度 ％

22.9
（17.0）

H29
35.6

（28.1）

R5 ○

施設一体型小中一貫校の整備により、教
育環境（特色ある教室や開放的な学習空
間など）の向上に寄与したものと考えられ
る。

-指標1
※ 教育環境の充実度 ％

38.1
（16.1）

H29
49.2

（22.8）

R5 - 41.8 ○

駅につながる寝屋川公園駅前線の整備に
加え、寝屋川公園への動線の確保、駅前
広場の整備による利便性や魅力的な空間
形成の向上に寄与したものと考えられる。

-指標３
※ 駅周辺の魅力度 ％

31.7
（23.3）

H29
41.1

（29.9）

R5 - 7,553 ○

関連事業の土地区画整理事業の完成によ
る土地利用（住宅・店舗・病院等）や施設一
体型小中一貫校の整備、魅力ある駅前広
場の整備などのまちづくりにより地区内の
人口が増加したものと考えられる。

-指標４
寝屋川公園駅周辺
地区の人口

人 6,929 H29 6,929

※指標1～3について、算出根拠となる市民意識調査における回答の選択肢が令和5年度調査では変更されている（「どちらでもない」の選択肢がなくなっている）。このため、事後評価にあたっては、指標1～3の従前値及び目標値を
「どちらでもない」の選択肢が無かった場合の値に換算して評価を行った。（上段：換算後の値、下段：換算前の値）

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

寝屋川公園駅周辺地区の
子育て世代（20歳から39
歳）の人口

人 1,356 H29 - 1,580

子育て世代においては、特に施設一体型
小中一貫校の整備による教育環境の向上
により、人口の増加に寄与したものと考えら
れる。

-

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

-

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

-
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

-
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による
取組

施設一体型小中一貫校実施計画・建設方針等に係る説明会
（平成28年12月～令和３年７月）
計39回実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた 令和５年度に寝屋川市立全中学校区に設置した学校運営協議会におい
て、委員（保護者・地域・学校等）への学校運営等に関する意見聴取を行
うなど、地域とともに学校運営の充実を目指す。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した



様式２－２　地区の概要

単位：％ 38.1（16.1） H29 49.2（22.8） R5 53.2 R5

単位：％ 22.9（17.0） H29 35.6（28.1） R5 49.4 R5

単位：％ 31.7（23.3） H29 41.1（29.9） R5 41.8 R5

単位：人 6,929 H29 6,929 R5 7,553 R5

寝屋川公園駅周辺地区（大阪府寝屋川市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値
※

目標値
※ 評価値

まちの課題の変化

・施設一体型小中一貫校の整備により教育環境の充実度が高まった。
・第二京阪道路と寝屋川公園駅につながる都市計画道路の整備、駅前広場の整備により、交通ネットワークが強化され、併せて、施設一体型小中一貫校周辺の歩道の整備により、歩行者動線の安全性が確保された。
・関連事業の土地区画整理事業により、都市計画道路が整備されるとともに病院や商業施設等が立地し、都市機能の集積度が高まった。
・寝屋川公園駅周辺地区の人口は、市全体で少子高齢化による自然動態が減少しているにもかかわらず、人口増加に転じた。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・事業により整備された施設の適切な維持管理による寝屋川公園駅周辺の魅力の向上、広大で優良な寝屋川公園の地域資源を活かした魅力的なまちづくりの推進。
・寝屋川公園などの緑豊かな景観資源との調和や暮らしの拠点として駅前広場などと一体となった景観づくり。

地域資源を活用し、賑わいがあり、誰もが住みやすいまちづくり
　目標１：子育てしやすいまちづくり
　目標２：安全で安心して暮らせるまちづくり
　目標３：市の東核にふさわしい駅周辺の賑わいづくり

教育環境の充実度

歩行空間のやさしさ度

駅周辺の魅力度

寝屋川公園駅周辺地区の人口

市道太秦元町打上元町１号線 （舗装、車止め、側溝整備）市道打上南町打上高塚町１号線（北側歩道等整備）

施設一体型小中一貫校

※「教育の充実度」「歩行空間のやさしさ度」「駅周辺の魅力度」の従前値、目標値は換算前後の値を併記（括弧内が換算前の値。換算についての詳細はP.1を参照）

寝屋川公園駅西側広場




